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論 文 内 .容 ′の 要 旨

ダッタンソバ (Fagofyrumtataricumsらp.tataricum)は,主に中国内陸部からヒマラヤ山脈沿いにブ｣タン,ネパール,

インド,パキスタン北部で栽培されている自殖性の作物である｡ 野生祖先種と考えられている近縁野生種F.tataricumssp.

potaniniは,中国の四川省,雲南省,青海省,チベットおよびパキスタンに分布している｡ しかし,ダッタンソバの栽培の

起原地についてはいまだ解明されていない｡これまでの考古学や民族学等からのアプローチでは,ダフタンソバの栽培の起

原地について明確な結論が得られなかった｡1970年代以降アイソザイムマーカーを利用して,栽培種と野生種の集団間 ･集

団内の変異を明らかにすることによって栽培種に近縁な野生種を見つけ出すというアプローチが可能となった｡しかし,ダ

ツタンソバは種内の変異が少なく,アイソザイムマーカーではダッ､タンソバの栽培の起原地について十分な議論ができるだ

けの変異を検出できなかった｡

本研究では,栽培ダ:yタンソバの起原地の解明を目的とし,比較的高頻度に多型を検出できるRAPDおよびAFLPとい

う2つのDNAマーカーを用いて,栽培および野生ダッタンソバの集団間の類縁関係および集団内の変異の解析を行った｡

RAPDマーカーを用いて栽培および野生ダッタンソバの集団間の類縁関係を解析したところ,(1)栽培種の全集団とチベ

ット中部 ･パキスタンの野生種,(2)雲南省北西部の野生種,(3)四川省 ･青海省の野生種の3グループに分類され,栽培種に

最も近縁な野生種はチベット中部 ･パキスタンあ集団であることが明らかになったO

上記の実験結果から,チベット中部に隣接する地域であるチベット東部にも栽培種に近縁な野生種が分布している可能性

が高いと考えたoまた,チプット東部地域は,ダッタンソバの栽培や利用が盛んでしかもダッタンソバの野生種が分布して

いると考えられていながら未鯛査であったため,この地域のフイ｣ルド調査を行い,実験に供試するサンプルの収集も行っ

た.チベット東部地域におけるフイ∵ルド調査では,この地域には野生ダッタンソバが分布していること､,普通ソバと同様

にグッタンソバも栽培や利用が盛んであることを明らかにした｡ ′

次に,チベット声部地域の栽培種と野生種のサンプルを含めて再度RAPDマーカ.-を用いた実験を行った｡この実験で

は集団内の変異も調査した｡ その結果,野生種は自殖性であるが集団内に変異を有する集団も存在した｡婁南省北西部とチ

ベット東部の野生種集団は集団内の変異が大きく,遺伝的に栽培種に近縁な個体を保有していた｡

さらに,AFLPマーカーを用いて栽培および野生グッタンソバの集団間 ･集団内変異を調査したところ,RAPDマーカ

ーを用いた場合と同様,雲南省北西部とチベット東部の集団中には,栽培種に近縁な個体が存在した｡

以上の結果をふまえて,ダッタンソバの栽培の起原地について考察を行った｡栽培種と野生種の筆団間および個体間の類

縁関係から,ダッタンソ戸の栽培の起原地の候補として;チベット中部,パキスタン,雲南省北西部からチベット東部にか

けて,の3地域が挙げられる｡ しかし,チベット中部では農耕の歴史が浅く,パキスタンに野生種が停播したのは比較的新

しいと考えられることから,チベット中部またはパキスタシがダッタンソバの栽培の起原地である可能性は低いと考えた｡

一方,チベット東部におけるソバ栽培の歴史は,考古学的証拠からBP4600年までさかのぼることができ,さらに現在に至
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るまでソバは伝続的に主要な作物として栽培 ･利用されてきた｡RAPDおよびAFLPマーカーにより示された系統陶係に､

加え,探索により見聞した現地でのダッタンソバの栽培 ･自生 ･利用状況,さらには考古学 ･民族学的データをあわせて考 -

察すると,ダッタンソバの栽培の起原地は雲南省北西部からチベット東部にかけての地嘩であると結論セきるo

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

ダッタンソバは日本ではほとんど栽培されていないが,他の作物が栽培できない中国内陸部からヒマラヤ山脈の山岳地帯

の高冷地で栽培され,そこでは主要な食料である｡ ネパールの一部の地域ではダッタンソバが唯一の作物である地域もある｡

ダッタンソバの野生祖先種は野生ダッタンソバF.tataricum ssp･Pofaniniやあることが知られているが,その栽培の起原

地は不明であった.本論文の研究では,まず栽培および野生ダッタンソバに関してほとんど知見の無かったチベット東部に

おいて現地調査を行い,栽培の実情と野生種の分布を明らかにし,研究材料を収集した｡チベット東部のものも含め,ダッ

タンソバの栽培地域,野生グッタンソバの自生地域を全てカバーする世界各地からの栽培在来品種,野生集団について

RAPD,AFLPの分子マーカーを用いて栽培品種,野生集団間の類縁関係を明らかにして,栽培の起原地を推定しようとし

た研究であり,評価できる点は次の3点である｡

1)チベット東部のダッタンソバについて初めて調査を行い,ダッタンソバの栽培の実情を明らかにするとともに,この地

域での野生種の分布を明らかにした｡

2)グッタンソバは自家受精植物であり,栽培集団内にはほとんど遺伝的変異が存在しないとされていたが,チベット東部,

匹日日省,雲南省の野生集団は集団内に変異を有することを,RAPD及びAFLPマーカーについて明らかにした｡

3)栽培ダッタンソバの在来品種間にはRAPDでもAFLPでも変異が少なく,チベット中部,パキスタン北部の野生ダッ

タンソバが栽培ダッタンソバに最も遺伝的に近縁である｡ しかし,個体レベルで考えると雲南省北西部やチベット東部の野

生集団の中にも栽培グッタンソバに非常に近縁な個体が存在することを指摘した｡そして,これらの結果から,チベット東

部または雲南省北西部がダッタンソバの起原地ではないかと結論づけた｡

以上のように本論文は栽培及び野生ダッタンソバのRAPD,AFLP変異を明らかにして,栽培ダッタンソバの起原地を解

明したものであり,栽培植物起原学,植物育種学,植物遺伝資源学に貢献するところが大きい｡

よって本論文は博士 (農学)の学位論文として価値あるものと認める｡

なお,平成13年2月16日,論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結果,博士 (農学)の学位を授与される学力

が十分あるものと認めた｡
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